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リハビリテーション看護
研究方法論

1
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博士前期課程

ソーシャルワーク論Ⅲ 〇 15
SW実習Ⅰ修了後に実習Ⅱにむけて理論と演習・実習を統合できる内容。
実習担当教員と連携して授業計画を立案。

高齢保健福祉論 〇 15
成年後見、精神疾患・知的障害・認知症者の権利擁護、高齢者虐待、未然
防止の修復的対話サークルを講義した。

該当なし

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

（３）学会発表
学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

ソーシャルワーク演習Ⅱ 〇 15
SW実習Ⅰにむけ児童家庭、高齢、保健福祉、司法福祉などを視野に理論
と演習を統合できるよう演習した。

社会福祉専門演習Ⅰ 〇 15
社会福祉とは何かについて、入門的な講義と自由なディスカッションを通
して、学生の理解を深めた。

ソーシャルワーク特論 〇 15 博士前期課程

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

長寿保健福祉システム論 〇 15 博士後期課程
子ども若者支援論 〇 15

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補
助金（基盤研究C）

地域共生社会の実現に資する医療
ソーシャルワーク管理のあり方に関
する研究

研究代表者 2022.4～2025.3

葛藤は共通財産、修復しながら生きる：修
復的対話

単著

金子書房Webメディア特集　
葛藤するということ、
https://www.note.kanekosh
obo.co.jp/n/n4d0ef9b6dd1a

梅崎薫 2023.1

（４）その他

Online Talking Circles Japanese version, 
can it help us?   The Possibilities to 
restore our mental health,  relationships 
to survive with COVID-19

単独

The 11th international 
conference of the European 
Forum for Restorative 
Justice (EFRJ) Sassari, Italy

Kaoru UMEZAKI 2022.6

名称 単・共

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（２）論文

修復的対話サークルリソースガイド 学校を
安全なコミュニティにするために

単著 あり 修復的対話の会 420頁
著者Carolyn Boyes-Watson & Kay 
Pranis, 和訳編 梅崎薫

2022.12

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2005年埼玉県立大学助教授（2007年准教授）2013年埼玉県立大学教授

所属学会（役職） 日本社会福祉学会　日本ソーシャルワーク学会（編集委員）日本高齢者虐待防止学会（評議員）

１．研究業績
（１）著作

研究分野 ソーシャルワーク、保健福祉、家族支援、修復的対話、コミュニティづくり
学位 博士（医学）　修士（社会福祉学）

学歴
1982年東京女子大学文理学部社会学科、1983年国立公衆衛生院保健コース、1994年東京都立大学院社会科学研究科社会福
祉学、99年富山医科薬科大学院医学系研究科環境系専攻博士課程

氏名 梅崎　薫 部署 社会福祉子ども学科 職名 教授
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2023.2埼玉県児童福祉司任用資格認定講習会

オープンカレッジ　修復的対話を体験的に学ぶ

社会福祉援助技術論「家族支援のソーシャルワーク」

2023.2.

博士前期課程
博士前期課程
博士後期課程

2022.12

ソーシャルワーク特論
子ども若者支援論

〇
〇
〇

15
15
15

修復的対話　体験会

支援者も被支援者とともに 修復的対話サークルでの癒し催眠医学心理学会催眠医学心理学会

医療ソーシャルワーカーのための修復的対
話研修

もみの木勉強会
医療ソーシャルワーカーを中心とする集団に対する修復的対
話の基礎知識に関する研修

2022.4

修復的対話に関する基礎知識研修 あだち社会福祉士会 足立区の社会福祉士らに対する基礎研修2022.10 2022.10.

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年月

全学的委員会及びセンター業務等 大学院教務委員会　委員 2014.4～2023.3
全学的委員会及びセンター業務等 研究評価委員会　委員 2019.4～2023.3

該当なし
８．特記事項

該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

項目 内容 期間

該当なし

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

５．学内運営

修復的対話の会 代表理事

2012.4～現在

2016.5～現在
日本高齢者虐待防止学会 評議会　評議員 2020.4～現在

該当なし

三郷市 三郷市介護認定審査会　委員 2014.4～現在

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

日本ソーシャルワーク学会 編集委員会　委員 2020.4～現在

越谷市社会福祉協議会 越谷市成年後見センター運営委員 委員長 2011.4～現在

越谷市 越谷市障害者地域自立支援協議会　委員 2014.4～現在

修復的対話サークルの体験と演習 あだち社会福祉士会 足立区の社会福祉士らに対する基礎演習 2023.2
（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

研究倫理審査委員・編集委員日本医療ソーシャルワーカー協会

博士論文 2022.4～2023.1 主指導（指導教員） 0　名 副指導（指導補助教員） 1　名
修士論文 2022.4～2023.1 主指導（指導教員） 0　名 副指導（指導補助教員） 1　名
卒業論文 2022.4～2022.12 主指導 3　名 副指導 名

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

該当なし

社会福祉専門演習Ⅱ 〇 15
社会福祉の先行研究を、学生の個別関心に添って検索し報告。自由討議に
て理解の深化。卒業研究の関心を明確化。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間
学内実習：コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

社会福祉専門演習Ⅲ 〇 15
個々の研究関心に添い先行研究を報告。また既存統計からの分析結果を質
疑応答し、共通理解を深めた。

社会福祉専門演習Ⅳ 〇 15
卒業研究として論文化し、表現や内容を相互に報告議論して、さらに必要
な文献や知見を追加した。
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